
定
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。 

 

今
回
の
久
喜
市
長
の
計
画

案
は
、
決
定
で
は
な
く
、
宮
代

町
や
、
衛
生
組
合
の
合
意
も
得

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
両

自
治
体
住
民
の
合
意
と
、
自
治

体
間
や
各
議
会
で
の
協
議
・
検

討
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

統
廃
合
と
い
う
の
は
大
き

な
問
題
で
す
。
安
易
な
推
進
で

は
な
く
、
市
民
の
間
で
十
分
な

議
論
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩槻市にある県立小児医

療センターがさいたま市へ

移転する。県は移転後、現在

地は１週間に数日だけしか

開かない計画。重症児抱える

家族は、「痙攣を起こすなど

緊急時にこそ現在地で治療

を」と願っている。市民の命

を預かる久喜市は「緊急時対

応の声を上げるべきでは」と

の質問に、「県は関係者の意

見を聞き十分検討を重ねた

結果」と答弁。市は第三者的

な姿勢でよいのかが問われ

ている。１週間に数日だけし

か開かない体制では、患者家

族の安心はない。市長は機会

を捉え要望すべきである。 

去
る
９
月
２
日
、
田
中
久
喜

市
長
は
議
会
に
対
し
、
現
在
、

ご
み
の
中
間
処
理
を
行
な
っ

て
い
る
３
つ
の
セ
ン
タ
ー
を

一
つ
に
統
廃
合
す
る
計
画
案

を
伝
え
ま
し
た
。 

 

合
併
後
の
久
喜
市
に
は
、
①

久
喜
・
宮
代
清
掃
セ
ン
タ
ー
②

菖
蒲
清
掃
セ
ン
タ
ー
③
八
甫

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
栗
橋
、
鷲
宮

分
）
と
３
ヵ
所
の
焼
却
場
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
新
設

後
、
１０
数
年
か
ら
４０
年
近
く

経
過
し
て
お
り
、
今
後
の
改
修
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６
月
議
会
で
も
エ
ア
コ
ン
の
早

期
実
施
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
室
温
調
査
で
は
、
６
月
１９
日

は
最
高
で
３８
度
。
最
低
は
６
月
５

日
１６
度
。
７
月
７
日
最
低
１９
度
。

７
月
１７
日
最
高
３９
度
を
記
録
し

て
い
ま
す
。 

市
長
に
２
２
５
５
筆
の
早
期
実

施
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
子
ど
も
議
会
」
の

中
で
も
「
勉
強
に
集
中
で
き
な

い
。
ぜ
ひ
、
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
」

と
発
言
し
た
子
ど
も
議
員
も
い

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
実
現
を
！

と
要
望
し
ま
し
た
。 

 

市
は
「
市
長
の
選
挙
公
約
、
市

民
と
の
約
束
で
す
。
出
来
る
だ
け

早
く
設
置
を
考
え
て
い
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
中
落
掘
川
・
青
毛
堀

川
の
除
草
や
、
子
ど
も
達
の
歯
肉

炎
予
防
の
啓
蒙
活
動
に
力
を
入

れ
て
欲
し
い
。
と
質
問
し
ま
し

た
。 

   
 

 
  

 

市
民
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
自
動

販
売
機
の
設
置
や
売
店
復
活
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
休
館
日
は
１
日
に
し
て
、

利
用
し
や
す
く
す
べ
き
。
周
り
の

除
草
は
業
者
を
入
れ
、
現
在
の
状

態
の
改
善
。
さ
ら
に
送
迎
エ
リ
ア

を
拡
大
し
て
欲
し
い
と
９
月
議

会
で
質
問
し
ま
し
た
。 

市
か
ら
は
「
自
動
販
売
機
は
設

置
の
方
向
、
休
館
日
は
利
用
者
の

利
便
性
向
上
を
検
討
し
て
い
く
。

除
草
は
改
善
す
る
。
送
迎
拡
大
は

難
し
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
一

歩
前
進
、
今
後
も
ね
ば
り
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。 

費
や
将
来
の
建
て
替
え
費
用

を
考
え
る
と
一
ヵ
所
の
ほ
う

が
効
率
的
だ
と
い
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
計
画
で
は
、
現
在

の
菖
蒲
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
建

て
替
え
る
こ
と
と
、
そ
の
周

辺
に
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の

面
積
で
「
本
多
静
六
記
念
市

民
の
森
・
緑
の
公
園
」
を
整

備
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
こ
れ
ま
で
久
喜
宮
代
衛
生

組
合
で
は
、
３
つ
の
セ
ン
タ

ー
の
統
廃
合
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
地
で

は
、
宮
代
町
住
民
か
ら
、
建

て
替
え
反
対
の
意
思
が
示
さ

れ
て
お
り
、
新
設
場
所
が
未

今
年
の
生
産
者
米
価
が
大

暴
落
を
し
て
い
ま
す
。
暴
落

は
、
過
剰
米
が
出
て
い
る
の

に
、
安
倍
内
閣
は
「
価
格
は

市
場
に
ま
か
せ
る
」
政
策
を

取
っ
て
い
る
た
め
、
先
安
感

が
で
て
、
投
げ
売
り
状
態
に

な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
ま

た
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
の
日
米
交
渉
で
「
実

質
合
意
」、
農
産
物
の
関
税
問

題
で
は
具
体
的
引
下
げ
幅
ま

で
合
意
し
た
か
の
報
道
も
あ

っ
た
た
め
で
す
。 

 

稲
作
農
家
が
他
産
業
並
の

労
賃
を
得
て
米
作
り
を
す
る

に
は
、
農
水
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
平
均
で
玄
米
６
０
キ
ロ
１

万
６
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
米
価
の
相
場
と
な

る
、
農
協
の
「
概
算
金
」
（
年

内
支
払
い
価
格
）
発
表
で
は
、

６
０
キ
ロ
８
０
０
０
円
か
ら

７
０
０
０
円
、
生
産
に
か
か
る

費
用
の
半
分
に
も
満
た
な
い

価
格
が
、
大
勢
を
占
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

農
家
か
ら
は
、「
来
年
の
作

付
の
見
通
し
が
た
た
な
い
」

「
こ
れ
で
は
コ
メ
を
作
る
農

家
が
い
な
く
な
る
」
な
ど
悲

痛
な
声
、
大
規
模
農
家
を
含

め
て
雪
崩
を
う
っ
て
離
農
を

も
た
ら
し
、
食
料
自
給
率
の

い
っ
そ
う
の
低
下
を
招
き
ま

す
。 

 

政
府
が
進
め
て
来
た
市
場

原
理
に
主
食
の
コ
メ
価
格
を

委
ね
る
や
り
方
で
は
「
日
本

の
農
業
農
村
を
根
底
か
ら
破

壊
し
ま
す
」
、
命
に
係
わ
る
問

題
で
す
。 

共
産
党
は
、
国
民
が
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
、

農
家
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る

た
め
の
政
策
転
換
を
求
め
て

い
ま
す
。 

 
 

菖蒲清掃センター 



 


